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我々はこれまですでに、ハチクマの渡りについてその経路や渡り様式、中継地などについて記

載してきた。しかし、それらの情報は最大で成鳥 2 羽、幼鳥 1 羽からのもので、その結果がこれ

らの個体のみが示す特徴なのか、種あるいは個体群が持つ特徴を示しているのかを明らかにでき

なかった。 

今回我々は、さらに 2006 年秋から成鳥 8 個体を対象に衛星追跡を行い、合計成鳥 10 羽につい

て春秋の渡り経路と中継地に関する情報を得たので報告する。秋の渡りにおいてハチクマは、山

形および長野の繁殖地から国内を西進、九州北西部から東シナ海を横断し、中国内陸を直線的に

南下した。さらに、東南アジアからマレー半島南端に至った。ここまでは個体間で共通していた

が、マレー諸島あるいはボルネオ、フィリピンのどこで越冬するかと、その越冬期間については

個体ごとにかなり異なっていた。春期の渡りでは、いずれの個体も中国に到達する直前に、最大

一ヶ月以上もの長期間、ひとつの中継地に滞在することがわかった。ただし、中継地点は個体ご

とに大きく異なっていた。また、秋期には横断した東シナ海を大きく迂回し、朝鮮半島経由で日

本国内に入ることも、全個体で共通していた（下図参照）。  

全体として、これまでに成鳥 2 羽のみで報告した結果が、日本国内のハチクマに共通する特徴

であることが示唆された。 

 

  
2007年春の渡り衛星追跡結果。7羽の記録。 


